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概 念 探 求 型 人 物 学 習 の 授 業 構 成 に お け る 方 法 論 的 考 察
－「日露戦争」の学習指導案の開発を通して－
The Methodological Study on the Lesson Construction Focusing on the Understanding
of the Historical Person of the Concept-Inquiry Type
―Through the Developement of the Lesson Plan of “The Russo-Japanese Ｗａｒ”一






































































































授業過程の中で活用するわけで ある。 従って ，実 際























































































































































































な条 約を 鈷んだ． な




















































































































（ 「 哩肝 」によ＆因 果関 連）
































































































[翌 翌 虻 二 コ
４　 ↓
- ｛ 岾　 冥 ｝-
.東衂は日 木両1呱が 冊ってい る矗
し 性能の 良い 孤幻や日 木全 休の海















ｔ ’ａ 黔 」1－亠 心 囚 釆|η 埋 ／
｜
目己の任５の良否が今陲の方向に大きく左右するという皀笂を祷り
で粁飭すら=黔はヽ孑‘ のf!FSの異双が価めて篶“ と詞莇され１万ｌ ？選
択しようど る・ 従ってヽ目己の任務の成否か今1麦の万向に木きく况
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ｏｉ とめの方向づけ（ 中核のｎ いを引き出すli笑認霖 ）






















ｏ学習同岡（中 核の同い ）の把尿（「 なぜ小村は国民が不満を持つ
ような条約を結んだのでしょうか ．亅 ）





ｏ梭Ｆ －ｌ のまとめ（ 太畤の説明的知諡の習得 ）
○死展（ 小量元仝休の説明的知霓の習IS）
図IV  ―11　各時間の指導計画の基本的構造
Ｖ。結　　 論
本研究の目的 は，人物学習に概念探求的方法を組み
込むことによって，科学的社会認識を形成することが
可能となる授業構成とはいかなるものであるかを解明
することであった。そして，それを解明するために，
人物の行動を支える心の動きを科学的に説明すること
に着目した。すなわち，動機理解の科学的説明を行な
うための「動機理解 の説明モデル」の論理的構築を試
みたのである。この「動機理解の説明モデル」 の構築
によって，動機理解の科学的説明は可能となり，人物
の行動の根底にある一般命題が引き出されることになっ
た。この引き出された一般命題は時代を越えてある共
通性を持つ命題である。 この一般命題を授業過程の中
で明らかにすることによって，それを媒介にして社会
事象間の因果関係を捉えるという 厂動機理解の説明モ
デル」を組み込んだ概念探求型人物学習の授業構成が
可能となった。そして，それが具体的に小単元「日露
戦争」（全 ３時間）として細案化されたのである。
＜注＞
１）目的論的関連の因果関連への組み替え，つまり，
目的動機の理由動機への転換は大塚久雄「社会科学
の方法」岩波新書1966年p. 42にマックス・ヴェー
バーの考えとして示されている。
２）詳しくは，拙稿「概念探求型社会科における人物
学習の展開－『動機理解の説明モデル』を組み込ん
だ授業構成一」兵庫教育大学大学院修士論文(1990.
3）を参照のこと。
３）同上。
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